
富田林市水道事業ビジョン実現方策の達成状況について
a 実施 Ｓ 越えて達成

b 検討 Ａ 達成

c 未実施 Ｂ 概ね達成

－ コロナにより未実施 Ｃ 未達成

基本施策 実現方策 H29 H30 R1

①水安全計画に基づいた総合的な水質管理 a 水安全計画を全般的に見直した。

②原水の汚染要因及び水質管理上留意すべき項目の把握 a 計画どおり実施した。

③日野浄水場の粉末活性炭注入設備の更新 a 粉末活性炭注入設備の更新について検討し、R3実施設計、R4・R5工事予定。

④水質検査計画の充実と計画に基づいた水質検査の実施 a 水質検査計画の考え方の骨子に基づき、計画を見直した。

⑤水質検査精度の向上と信頼性の確保 a 精度管理の向上に努めた。

⑥関係機関との連携 a 水質異常時の連絡体制に基づき、円滑に実施できた。

①残留塩素濃度の改善策の検討 a

残留塩素濃度の管理について、送配水管理センター及び東部配水池の送り出し残留塩素濃度が目標

値になるように送配水管理センターでの追塩を調整した。

公園ポンプ場の受水槽に残留塩素濃度を上げるデモ装置を設置し、モニタリングした。また、管末2

箇所については継続して捨て水を行った。

②水質モニターの更新・増設 a 更新時に合わせ錦織配水池の水質モニター（濁度・色度・残留塩素）の設置を行った。

水道水の安全性に関する情報公開 ①水道水の安全性のＰＲ a
ウェブサイト、市の広報紙などで水道に関する情報等のお知らせを行ってきた。また、「上下水道

だより」を市内全戸配布やイベントにも参加し水道についてＰＲを行った。
B

「上下水道だより」配布、ウェブサイト、市の広

報誌などを通じて情報発信を行った。

イベント等は新型コロナウイルスの感染拡大防止

のためできなかった。

A B B

①貯水槽水道を指導する市みどり環境課との連携 a 今年度は貯水槽水道の給水申請が１件あり、環境衛生課（旧みどり環境課）へ情報提供を行った。

②直結給水区域の拡大 b 直結増圧給水の導入で拡大していくよう指導した。

③指定給水装置工事事業者に対する審査・指導の徹底 a 申請、竣工共に指導し水質事故防止に努めた。

鉛製給水管の解消 ①メーター以降の鉛製給水管の取替の要請 b 宅内鉛管に関しては、雇用促進住宅については周知し要請した。（給水管引込については残り1件） B
引込管についてはほぼ解消でき、宅内鉛管につい

ても周知取替要請を行った。
C C B

①日野浄水場の耐震補強 b
二市協議会及び二市勉強会でも協議しており、日野浄水場内の他の工事との調整により令和4年度か

らの実施は厳しいが、引き続き二市で効率的な工程を協議していく。

②甲田浄水場存続施設の耐震化の検討 c
平成30年度で水処理施設は廃止となったので、引き続き甲田浄水場内で有効な最適配置を先に検討

する。

③嶽山第二配水池における配水方式見直しの検討 a 検討した結果、配水方式は見直すが、工事は施工しない結論となった。

①老朽管の更新による漏水事故の防止 b 老朽管更新工事については計画通り実施できた。

②更新基準年数に基づいた管路の更新・耐震化 b

管路の更新・耐震化工事については、概ね計画どおり実施できたがR２ 常盤町水道管敷設替え工事

については、営業店舗及び駐車場等の出入り等の調整に時間を要し、令和３年7月の完了予定とな

る。

管路の年間更新率は、目標1.7％に対し、1.13％実施した。

①経年化設備の更新 a R元・2年度において錦織配水池の電気設備・機械設備更新を実施した。

②配水池の塗装による施設の長寿命化 a
彼方配水池2号池の防水工事を実施した。また、これまでに実施した劣化調査結果に基づいて塗装を

行い、予防保全による施設の長寿命化を図る。

③点検記録や事故記録、修繕履歴などの蓄積・分析 c
水道施設台帳管理システム導入により、点検記録や事故記録、修繕履歴などの蓄積・分析を行うな

ど、アセットマネジメントのレベルアップを図る。

④実態に即した更新基準年数の見直し c 水道施設台帳管理システム導入により、本市の実態に即した更新基準年数の見直しを検討する。

①本市で想定される危機事象の検証 b 危機レベルの検証については、継続して行っている。

②危機管理マニュアルに基づいた研修・訓練の実施 a
マニュアルに基づき防災訓練をおこない、実践的なマニュアルを検討している。大阪狭山市と緊急

連絡管の訓練を行った。

③実践的なマニュアルの策定 －
新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、全員参加の訓練は行うことができなかった。しかし、今

後も他事業体等との定期的な会議をおこない、実践的なマニュアルの作成を検討する。

④業務継続計画（BCP）の策定 b BCPの策定を行うことができた。

①適正な資機材の備蓄と管理 a 備蓄の貯蔵場所、数量を常に把握し管理した。

②共同備蓄及び調達ルートの確保の検討 b 河南水道施設部会でも調整をはかり内容をまとめる事ができなかったが、継続して協議していく。

③非常時の対応に関する職員研修、機械の操作訓練 －
新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、訓練は行えなかったが、年に１回、職員研修や機械の操

作訓練をおこない、職員全員が把握できるように今後も努める。

④自己水と企業団水の２水源の活用 a
北部配水池の水（企業団水）をエンジンポンプで金剛東配水池に送水した。また、北部配水池のエ

ンジン及び始動盤の点検・整備をした。

⑤基幹配水池における自己水、企業団水受け入れの維持 a 引き続き基幹配水池における自己水、企業団水受け入れの維持ができた。

①配水池等貯留施設による水の確保 a 非常時における水の確保として、緊急遮断弁の保守点検を行い維持管理に努めた。

②他事業体からの水融通の検討 a
緊急連絡管の増設については、堺市及び羽曳野市と協議を行っており、実施に向けて今後も協議を

進めていく。あんしん給水栓の設置については、企業団と今後も協議を進めていく。

①応急給水に関する情報の提供 b

②耐震化事業の必要性の周知 b

①甲田浄水場（水処理施設のみ）の廃止 a 送配水管理センターの送水設備廃止に向けて検討した。

②低区配水池、喜志配水池の廃止 a

低区配水池は北部配水池の更新時期に、喜志配水池はPL敷地内の送水管敷設後に廃止するよう検討

した。北部配水池の運用方法検討委託業務を発注し、一定の方針は出すことができた。（4号池の廃

止案で進んでいる）

③将来的なさらなる施設統廃合の検討 a 聖ヶ丘加圧ポンプ場を廃止し、聖ヶ丘加圧配水区域を金剛加圧配水区域と統合した。

④更新時における水道施設・管路のダウンサイジング a
人口・配水量の減少に伴い、施設・管路の更新計画でそれぞれダウンサイジングを検討し実施し

た。

⑤給水圧のばらつきを緩和する対策の検討 c 今年度は着手できなかった。

①滞納料金対策の強化 a
経常収支比率、料金収納率については、現状で達成できる見込み。（決算処理が完了していないた

め未確定）

②新たな経費削減策の検討 a 電気、通信などの契約の見直しや、コスト面で優れる機器の導入などをすすめた。

③料金収入以外の財源確保の検討 a 料金収入以外の収入については小水力発電による売電や、広告による収入を見込んでいる。

④企業債及び補助金の活用 a 工事財源を補うため、企業債を積極的に活用した。

⑤水道料金の改定に向けた検討 a 令和3年3月議会において、料金改定の条例案が可決された。

①業務マニュアルの拡充 a 業務マニュアルを随時作成した。

②業務の合理化 a 重複業務については調整し、一層の業務合理化を行えるよう、業務編成について係間で協議した。

③ＩＣＴの活用の推進 b

NTT西日本と協議し、具体的なICT活用については結論は出ていないが、今後も継続して協議を進め

ていく。場外施設等で機器情報が得られるように水道施設台帳管理システムと連動できるタブレッ

ト端末活用の検討をした。

④職員の安全と健康管理 b
労働安全衛生委員会での現場パトロール等、安全管理意識の向上に努めた。酸欠危険作業主任技能

講習を2名受講した。

①バランスの取れた職員配置 c 現状では配置できていない。

②ベテラン職員から若手職員への技術継承 c

経験や技術を継承していくには、バランスのとれた職員の配置が必要であるができていない。ま

た、今後はベテラン職員の保有する知識を伝承するしくみを構築する必要があり、ベテラン職員の

指導力も必要である。

③各職員における技術力の向上 a 外部研修等に参加をし資格取得を奨励したり、近隣事業体と技術力向上に努めた。

①望ましい運営形態の検討 b
大阪府、企業団及び近隣市町村と検討・協議を行っているが、まだ具体的な結論は出せない状態で

ある。令和2年度に企業団の最適配置案実施を行うよう進めている。

②河南10市町村による広域連携の検討 b
河南10市町村とは広域的な連携を広域化検討会議では行えた。今後も施設部会等での提案を行い、

協議を進めていく。

①委託業務の検証・見直し a 運転管理業務及び窓口業務を中心に、更なる委託内容の拡充の可否を検討している。

②多様な官民連携手法の調査・検討 b
日野浄水場の電気設備更新工事についてDBを実施しR3年度完成予定。また、令和３年度は管路更新

の簡易DBの発注を行っていく。

①広報紙及びウェブサイトの充実 b 広報誌やウェブサイト等で情報発信に努めた。また、上下水道だよりの発行をした。

②市民を対象とした浄水場見学の実施 － 新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、実施しなかった。

③市民の皆さまのニーズを把握するための取組の検討 － アンケート調査を行っていたが、今年は行えなかった。

④苦情や要望等の記録・蓄積と改善策の検討 b
日々の業務内での苦情や要望については、令和元年度から苦情件数の記録を蓄積し、苦情件数記録

の傾向等分析し、今後の業務に役立てている。

⑤水道サービスに関する新しい知見及び情報の収集 a 近隣事業体との研修参加で、情報が収集でき今後の業務に活用できた。

①送配水システムの見直しによる電力使用量の削減 a
配水量1m3当りの電力消費量(KWh/m3)において、数値目標値(H38)0.21に対し、実績値(H29)0.35か

ら実績値(H30)0.28と下がった。配水区域の見直しにより、聖ヶ丘加圧ポンプ場を廃止した。

②省エネルギー型設備の導入 a 上原減圧水槽更新工事に伴い、外灯をLED照明に交換した。

③再生可能エネルギー導入の検討 a
上原減圧水槽にマイクロ水力発電システムが稼働した。また、金剛東配水池にも設置し、令和3年度

から稼働を予定している。さらに日野浄水場でも導入可能か検討している。

④建設副産物の発生の抑制とリサイクルの推進 a 目標どおり達成できた。

達成状況の推移

安

全

･

安

心

な

水

道

水質管理及び検査のレベルアップ A すべての項目について達成した。 A A A

配水管における残留塩素濃度の改善 A 計画どおり進めることができた。 A A A

B B

実施状況（R2）

強

靭

な

水

道

基幹施設の耐震化 B
①、③については目標を達成できた。

②については検討会議を実施できなかった。
B B

給水装置の衛生面の確保 B 概ね達成できた。 B

B

A

A

B

管路の更新・耐震化 B

老朽管の更新については、概ね計画どおり進ん

だ。管路の更新・耐震化工事については、一部遅

れを生じた。

年間更新率が目標を下回ったが、概ね達成でき

た。

B A B

B

応急活動体制の構築 B

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、ほと

んどの防災訓練は実施できなかった。

大阪狭山市との緊急連絡管訓練は行った。

A A B

アセットマネジメントに基づいた

施設の機能維持
B

①②については計画とおり達成できた。

③④については具体的な検討が出来なかった。
B

A

安定した水源の確保 A 計画どおり進んでいる。 A A A

資機材の備蓄と調達体制の確保 A 河南水道エリアでも資機材の確認をしている。 A

A

災害対策に関する広報の充実 B

ウェブ広報において情報を提供できた。

イベント等は新型コロナウイルスの感染拡大防止

のため、できなかった。

イベントや市の広報、「上下水道だより」等において情報提供をおこなった。 A A

緊急時における水の確保 A 計画通り進めることができた。 A

A

持

続

可

能

な

水

道

効率的な施設の配置と再構築 B
①～④については計画どおり達成できた。

⑤については、具体的な検討が出来なかった。
B B B

A A

業務の改善 B 概ね達成できた。 B B B

財源の確保 A

③については小水力発電による売電や公用車への

マグネット広告事業を開始している。

⑤については令和3年3月議会において料金改定に

ともなう給水条例の改定案が議決された。

A

B

B B

広域化の推進 B

①については令和3年度中に方向性を定める予定で

ある。

②については概ね達成できた。

B B B

組織力・技術力の強化 B

バランスの取れた職員配置はできなかった。

研修の参加や近隣事業体と技術交流を図り、技術

力向上に努めた。

B

B A

達成状況（R2）

省エネルギー対策の推進 A 全般的に達成できた。 B

A A

市民との双方向

コミュニケーションの確立
B

①④については、計画どおり達成できた。

②③については、行えなかった（新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため）。

⑤については、近隣事業体との研修で情報が収集

でき、業務に活用できた。

B B B

民間活用の導入 B
多様な官民連携手法の調査・検討、委託業務内容

について検証・見直しを行った。

資料４


